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【当該研究の状況】

吉本(2018)によると、ナチスドイツは電撃戦を
遂行するために、国民の自動車化から軍へ
の自動車化に変化させた。

【先行研究への問題意識】
本当に国民の自動車化を
しようとしていたのかが明ら
かになっていない。

【RQに対する仮説】

ナチスドイツは最初から軍事目的で自動車化していた。

【研究内容・方法】
①ナチスドイツの自動車化についていつ何をしたのかを調べる。
②当時のドイツの財務状況の推移を調べる。
③国民車計画中止をどう伝えたのかを調べる。

【結果の詳細】
①1933年のモーターショウで、自動車の一般化とアウトバーン建設を発表。 34年には国民車構想を
発表。37年には貯蓄積立計画を開始。しかし、 39年にWWⅡが勃発し計画は中止された。
②ドイツの国防費総支出比は、 32年の7.9％からピークは41年の66.0%に増加。積立計画開始以前
にも5年間で35％以上増加していた。一方で、国民のための他の支出が減っていた。
③戦争によって国民車をつくる余裕がなく、軍用車を代わりに生産することになった、と戦争を正当
化して計画の変更を容認させようとした。

【結論】
ドイツの支出の推移から見て、国民生活を軽視して軍拡に舵を切ったことがわかる。
国民の自動車化を重要視していたならば、国民車の生産を少しでも続けたはずである。しかし、実際は国民車は生
産せず軍用車のみを生産していた。

【研究目的】ナチスドイツの自動車化の目的を明らかにすること。

【結果(RQや仮説に一言で回答すると)】
国民の自動車化をしようとしていなかった。

【RQ】ナチスドイツは本当に国民の自動車化をしようとしていたのか？

【考察・今後の課題】
実際にポーランド攻勢において、電撃戦がどのように用いられていたのかを研究したい。
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